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ヒト甲状腺未分化癌細胞 (TCO-1、HTC/C3) 、ヒト口唇由来繊維芽細胞 (KD)、
ヒト食道扁平上皮癌細胞 (T. T)、ヒト未分化舌扁平上皮癌細胞 (SCC-4、SAS)、
ヒト未分化口腔底癌(HO-1-u-1)を用い、遊走能はフィブロネクチンコートのプ
レートを用い,浸潤能はマトリゲルコートのプレートを用いてRTCAにより48時
間測定した. また, リアルタイムPCRを用いてMMP、TIMP、インテグリン、ペリ
オスチンのmRNA発現量の定量を行った。 
 本研究の結果より、RTCAにてSCC-4およびTCO-1は、他の細胞と比較し、高い
浸潤能を示した。また、TCO-1、HTC/C3は他の同等な浸潤能を示す口腔癌細胞と
比較し、高い遊走能を示した。浸潤能が高いSCCはMMP-7、9、TIMP-3、インテグ
リンα1の高発現を認め、遊走能が高いTCO-1はTIMP-3、4、インテグリンα1、
ペリオスチンの高発現を認めた。特にペリオスチンはTCO-1において、他の頭頸
部癌と比較し175倍高くmRNAが発現していた。 
 本研究により、甲状腺未分化癌は、他の同等の浸潤能を持つ頭頸部癌と比較
し、高い遊走能を持つことが明らかになった。特に高い遊走能を持つTCO-1はペ
リオスチンが高発現していることが明らかになった。ペリオスチンが甲状腺未
分化癌の悪性度の指標や治療の標的となる可能性があると考えられた。 
